電気数学演習IIプリント　（フーリエ変換第1週部分）　　　　　　　
1.　フーリエ級数展開
　周期関数、または定義域が有限な関数では、フーリエ級数に展開できる。
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ただし、Tは周期または定義域である。
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として求める。偶関数では、bnが、奇関数ではanがすべてゼロになる。

2.　フーリエ変換の式
　周期関数でない時間の関数（単発の波形など）をフーリエ変換することができる。sin、cosの括弧の中、
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が連続的に変化することに相当する。元の変換の式は、
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である。
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は、逆変換の式が指数部分の符号を除いて同一になるようにしたもで、単に、
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とすることも多い。この授業ではどちらでもかまわない。

オイラーの公式を用いて、
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⑥

として、正弦関数の積分を用いても良い。

3.　奇関数と偶関数

　f(t)が偶関数なら、⑥でもサインの項はゼロになり、奇関数なら⑥でもコサインの項が無視できる。例として、偶関数で、
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となる。
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